
A B C D よく分か
らない 無答

16 13 3 0 3 66 9 2 0 0 0 0
34 60 2 1 3 0 82 18 0 0 0 0
74 19 4 1 2 0 5 6 0 0 0 0
40 54 4 0 2 0 45 55 0 0 0 0
60 31 6 2 1 0 1 9 1 0 0 0
24 60 7 2 7 0 9.1 82 9.1 0 0 0
54 33 8 1 3 1 9 2 0 0 0 0
44 51 0 1 5 0 82 18 0 0 0 0
72 20 4 3 1 0 5 6 0 0 0 0
45 45 5 2 3 0 45 55 0 0 0 0
68 25 4 2 1 0 3 8 0 0 0 0
31 54 2 0 12 0 27 73 0 0 0 0
72 22 3 2 1 1 8 3 0 0 0 0
32 54 3 1 10 0 73 27 0 0 0 0
66 20 11 1 1 0 8 3 0 0 0 0
46 51 2 0 1 0 73 27 0 0 0 0
82 12 4 1 2 0 5 6 0 0 0 0

36 45 7 1 11 0 45 55 0 0 0 0

67 22 6 3 3 0 8 2 1 0 0 0
54 40 2 1 3 0 73 18 9.1 0 0 0
74 20 2 1 3 0 8 3 0 0 0 0
33 51 4 1 11 0 73 27 0 0 0 0
65 20 8 3 4 0 8 3 0 0 0 0
35 50 6 2 7 0 73 27 0 0 0 0
63 18 11 3 4 0 7 4 0 0 0 0
29 54 6 0 9 2 64 36 0 0 0 0
79 16 3 2 1 0 5 6 0 0 0 0
61 34 2 1 1 1 45 55 0 0 0 0
58 31 8 2 1 0 5 6 0 0 0 0
55 39 3 0 3 1 45 55 0 0 0 0
51 24 8 3 15 0 5 6 0 0 0 0
41 47 4 2 4 1 45 55 0 0 0 0
70 17 6 2 4 1 7 4 0 0 0 0
43 46 6 1 4 1 64 36 0 0 0 0
53 18 6 5 17 1 5 3 0 0 3 0
31 44 8 2 13 2 45 27 0 0 27 0
39 20 9 8 24 1 4 7 0 0 0 0
40 39 2 3 16 1 36 64 0 0 0 0
54 16 4 3 22 0 6 5 0 0 0 0
31 47 6 2 14 1 55 45 0 0 0 0
43 39 8 4 5 1 6 5 0 0 0 0
41 50 3 1 4 1 55 45 0 0 0 0
52 30 10 6 2 0 4 7 0 0 0 0
25 44 9 1 20 1 36 64 0 0 0 0
51 29 10 6 4 0 10 1 0 0 0 0
59 35 4 1 2 1 91 9.1 0 0 0 0
69 25 3 2 2 0 6 5 0 0 0 0
56 39 2 1 2 1 55 45 0 0 0 0
70 20 5 2 2 0 10 1 0 0 0 0
53 43 1 1 2 1 91 9.1 0 0 0 0

学
校
全
体
の
様
子

1 教育目標・方針
児童・生徒や保護者等と共有できるように学校の教育目標を示し、
方針を説明している。

児童・生徒の良さや努力しているところを見つけ、励まし、理解し
ながら一人一人の能力を伸ばすように努めている。

5
児童・生徒の健康や安全（確保・対策）に配慮するとともに、主体
的に行動できる防災教育を充実している。

2 児童・生徒の様子
児童・生徒は、明るく素直で、生き生きとした楽しい学校生活を
送っている。

3 基本的生活習慣
児童・生徒の服装や通学態度、挨拶など基本的生活習慣がしっかり
している。

アンケートの結果
上段：児童 下段：保護者等 グラフ：教職員

５　コロナ禍の中だが、児童のＡＢ評価は昨年度とほぼ変わら
ず、児童は安心して学校生活を送っている。

１　昨年度は過去５年で保護者のＡＢ評価が１番高かったが、今
年度もほぼ変化なく保っている。教育方針の周知が図れている。

４　保護者のＡＢ評価は高止まりだが、昨年度０％だった「分か
らない」が５％だった。公開等の減少の影響と思われる。

３　保護者のＡＢ評価は昨年度とほぼ変わらないが「分からな
い」が4.2％増加した。公開等の減少の影響と思われる。

２　教育課程を通常どおり行えない中、児童・保護者からのＡＢ
評価が昨年度とほぼ変化ないのは工夫・努力の成果である。

学
力
向
上
の
取
組

6 分かる授業 楽しく分かりやすい授業が実践されている。

放課後の補充指導等を行うとともに、家庭での学習課題を提示する
等、学習習慣の定着を図る工夫をしている。

学習習慣

10 学校図書館の活用 読書と学習に役立つ学校図書館として活用されている。

4 児童・生徒理解

健康・安全・安心

７　保護者のＡＢ評価は昨年度とほぼ変わらないが「分からな
い」が5.1％増加した。公開等の減少の影響と思われる。

６　児童のＡＢ評価は昨年度とほぼ変わらない。教育課程が当初
から変更を余儀なくされたが、工夫・努力が実っている。

7 個に応じた指導
習熟度別学習等、児童・生徒一人一人の理解の程度に応じた学習指
導が行われている。

８　保護者・児童共にＡＢ評価が昨年度とほぼ変わらない。休校
中含めた課題提示や各学級・寺子屋の補充学習が成功している。

9 情報教育
タブレットＰＣなど、ＩＣＴ機器を活用した教育を推進しながら、
情報活用能力の育成に向けて取り組んでいる。

8

９　児童は25問中Ａ評価が最も高く、ICT活用の実感がある。保護
者のＡ評価と非常に乖離があるので、情報発信していく。

10　児童のＡＢ評価は昨年度より7.2％低下した。夏休みの短縮で
「調べる学習コンクール」を任意としたことが実感に影響した。

社
会
性
・
人
間
性
の
育
成

11 人権教育
自他を大切にし、偏見や差別を許さない豊かな人権感覚を育てる教
育を行っている。

14 人間関係づくり
学校行事等の教育活動を工夫し、体験活動を充実させながら望まし
い人間関係が築けるよう取り組んでいる。

15 自治的な活動
学級活動や児童会・生徒会活動等で、児童・生徒が自発的・自治的
に活動できるように工夫しながら指導している。

12 道徳教育
生命を大切にする気持ちや他人を思いやる心、善悪の判断や規範意
識を育てる等、道徳性をはぐくむ教育を行っている。

13 教育相談
教育相談を充実し、いじめや不登校を防止する等児童・生徒一人一
人の居場所がある学校づくりに努めている。

11　児童のＡＢ評価は高止まりで、保護者の「分からない」が
2.8％増加した。公開等ないことが影響していると考えられる。

12　保護者の「分からない」が1.6％増加したが、Ｄ評価が3.3％
減った。道徳教育を行っていることに理解が得られてきている。

13　保護者の「分からない」が1％増加したが、4.3％だったＤ評
価が０になった。教育相談体制に理解が得られてきている。

14　コロナ禍で行事は計画どおり行えなかったが、児童のＡＢ評
価が昨年度より１％増えた。工夫・努力が実っている。

17 相談への対応
児童・生徒や保護者からの連絡や相談を丁寧に受け止め、適切な対
応をしている。

学校公開週間や土曜授業日、学校行事等では、保護者や地域の方が
参加しやすいように工夫している。

学校への参加

15　保護者・教員共に昨年度よりＡ評価が減りＢ評価が増えた。
感染症対策で児童主導の活動が行いにくい状況だった。

保
護
者
・
地
域
と
の
連
携

16 情報発信
学校便りや学年便り、学校ホームページ等で、保護者や地域の方
に、学校の教育活動の様子を分かりやすく知らせている。

18

地域の行事などに協力的で、連携を図っている。19 地域との連携

20　昨年度より「分からない」が保護者4.8％、児童11.6％増加し
た。公開・行事が減ったことが影響している。

17　昨年度０だった保護者のＤ評価が1.1％になった。教職員の評
価は昨年度Ａのみだったが、Ｂが増えた。真摯に対応していく。

意見の反映
保護者や地域から寄せられた意見や要望を受け止め、学校運営と教
育活動の改善に努めている。

16　保護者のＡＢ評価が減った。公開がないことで「様子が分か
る」という問に当てはまらないと感じたのではないか。

18　公開ができないため、昨年度より保護者のＡＢ評価が１番大
きく減った。「分からない」が12.7%、無答が1.7％増えた。

19　地域行事がなかったため、昨年度より児童のＡＢ評価が１番
大きく減った。

20

各
学
校
の
特
色
あ
る
教
育

21 六日しぐさ
学校は、「六日しぐさ」「３名人の取組」を活用して、児童の生活
習慣や学習規律の確立・定着に努めている。

22

学校は、「オリパラ教育・お弁当の日・持久走・なわとび・ラジオ
体操」等の取組を推進し、児童の健康・体力の向上に努めている。

学力向上の取組
学校は、漢字検定・算数検定の取組や放課後学習の推進を通して学
力向上に努めている。23

24

25

21　昨年度に続き、保護者のＡＢ評価が90％以上と高い評価を得
ている。今後も取組を推進していく。

外部講師の活用
学校は、書道・雅楽・折り紙等の外部講師を招いて、専門家による
学習を充実させている。

食育・健康教育

国際理解教育
学校は、ＩＣＴを活用して､英語活動の充実に努め、国際理解教育を
推進している。

無効票を除く(％）

令和２年度　　　『 学 校 評 価 ア ン ケ ー ト の 結 果 』　　と　　『 自 己 評 価 』　　　　　　　　　　　　　    　　  荒川区立第六日暮里小学校

無効票を除く(％）

学 校 の 自 己 評 価 （ 考 察 ）

25　保護者のＡＢ評価は95｡5％と高止まり、児童のＡＢ評価も
90％以上だった。今後も専門家による体験学習を充実していく。

23　保護者のＡＢ評価はほぼ変わらない。取組は昨年より多かっ
たが通知表の評定基準変更の影響もあると思われる。

24　保護者のＡＢ評価は95％と高止まりし、児童のＡＢ評価は昨
年度より3.9％増えた。取組を通した健康教育の成果が出ている。

22　保護者の「分からない」が昨年度より12.4％増え、20.2％と
最大だった。公開がないことが影響しているが、発信していく。
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あてはまる

やや

あてはまる

あまりあて

はまらない

全くあて

はまらない

よく

わからない
無回答

様 式 ４


